
 

 

 

７月から１１月までに新しく図書館に入った本の中から７冊ピックアップ． 

都会から離れた“地域”の活力に着目した本が入ってきています． 

そのほかにもおもしろそうな本があるのでぜひ手にとってみてくださいね！ 

●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○ 

3F中央ホールで展示中！ 貸出できます 

『夢の現象学・入門』 渡辺恒夫著 145.2/W46  2F和図書A 

 

   どうして夢をみるのか？夢は何かを表しているのか？まだまだわからないことがたくさ 

  んあります．この本では，実際に見た夢（夢事例）から，夢という世界がどのように構成 

  されているか考察しています． 

 

『色で巡る日本と世界』 垣田玲子編著 757.3/Ka26  2F和図書B 

 

   この本を読むと，私たちはたくさんの色に囲まれて生活していることに気づきます． 

  伝統行事や住まいの中で使われている色の意味を知ると，これまでと違った景色が見えて 

  きます． 

『ローカル仕事図鑑』 DECO編 366.29/D54  2F和図書A 

   地域に根ざして生きる魅力的な人々とその職業を豊富な写真とともに紹介．地方には 

  都会とは違う仕事があり，働き方があるのですね． 

 

『ローカル鉄道という希望』 田中輝美著 686.21/Ta84  2F和図書B 

   赤字路線が次々と廃止される中，再び息を吹き込まれたローカル鉄道があります．なぜ  

  復活できたのでしょうか？鉄道が単なる交通手段ではなく，街づくりにも関係するととら  

  えると新たな道が拓けそうです． 
 

『道の駅：地域産業振興と交流の拠点』増補版 関満博, 酒本宏編 
                 601.1/Se24  2F和図書B 

   道の駅はドライブ中の休憩場所から進化し，特産物の販売などさまざまな機能を持つ地 

  域の拠点となっています．地域産業の観点から10の道の駅の事例を紹介． 

『「決め方」の経済学』 坂井豊貴著 311.7/Sa29  2F和図書A 

 

   意見がわかれたとき多数決で決めることがありますが，この本を読むとなんでも多数決 

  で決めるのは危険なことだとわかります． 
 

『幸福の世界経済史』 OECD開発ｾﾝﾀｰ編著 徳永優子訳 361.9/O71  2F和図書A 

 

   OECDが1820年から2010年までを対象に，世界の国や人々の暮らしの変化をまとめ 

  たもの．経済的側面だけでなく，教育，治安，環境，男女格差の変化などについてもデー 

  タに基づいてわかりやすくまとめてあります． 


